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Ⅰ　緒　　　　　言

1952年4月28日講和条約の発効に伴い,鮪漁業は南は印度洋から東は遠く西経の赤道沿

海に至る広大な海域にその漁場が拡大されるようになった.之等の海域の内で旧南洋委任

統治領を中心とする漁場に於ては,昭和25年5月よりすでに数次にわたり母船式延縄の操

業が実施され,最近は大型船の単独操業も行われ着々その成果があげられている.しかし

未調査の海区,戦後出漁できなかった従来の好漁場はかなり広くその漁況や海況を科学的

に究明するには今後多くの研究機関や当業者の協力の下に庸継続的調査が行われねばなら

ない.

本学部に於ては1952年6月21日より8月13日迄練習船かごしま丸(628屯･640H･P)

が日本水産株式会社鮪船団と共に南洋漁場に出漁する機会を得たので,此の際学生の実習

と併せてモルツカ海のマンゴル島北側漁場及びチモ-ル島西側漁場に於て漁艇(長さ10米.

5.5屯. 14H･P) 2隻を使用して延縄の試験操業を7回実施し,多くの貴重な資料を得た.

筆者は敦に本試験の概要を報告する.

本稿中プランクトンは田中剛博士御指導の下に税所俊郎君,稚魚及び胃内容物は今井貞

彦助教授,船内保蔵は大域善太郎講師が夫々担当した.

試験を完遂する迄には山本清内学部長の稔指揮と御鞭鐘を賜わり,試験計画は金森,関

口両教授が立案された.

試験はかごしま丸乗組員(船長皆元国,航海士源河朝之,植田稔-,児玉次郎,野中彦

治,機長益山元寿,北村千里,山口照男,山之内正徳,外20名),漁業学専攻4年学生31

名,田ノ上,大城南教官が担当実施した.叉特に元南星水産株式会社越智竹直氏が同乗さ

れ協力と御指導を賜わった.

庸稿を草するに当っては終始金森政治教授の御指導を賜わり,江波教官の助力を得た.
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Ⅱ　試験設備及び使用漁具

母船かごしま丸要目

鋼船稔屯数628.431%,主機320H･P赤坂ディ-ゼル2基,航海速力10ノット,魚蛤

容積135立方米.冷凍機竪型単動密閉式6吋× 2能力13屯1基･捧揚機焼玉着火式20

H･P l基.

搭載漁艇　2室

長10.0米×巾2.7米×深1.2米, 5.5屯, 14H･Pヤンマーディーゼル･ラインホーラー

泉井式中型右舷1台,魚槍容積3立方米･航走速力6ノット

観測用器具

電動測深儀　鶴見式1,500米1台.手動測深儀　鶴見式600米1台,音響測深儀　沖電気
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第2図　漁場国英のl　マンゴル漁場

漁場国　手のユすモー!レ漁穆

101型1台.ナンゼン型採水器5個,プランクトンネット北原式表層用2組,透明度板3

価,フォーレル水色計3イ臥

漁具

綿鮪延縄150鉢,カネビヤン鮪延縄5鉢,浮標燈2個(カ-バイり

漁具1鉢の構造は次に示す通りである･
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鹿妃島大学水産学部紀要　節3番　解1号

綿糸8匁　　　　　　　　175尋(25尋切7本連接)

〃　〟　　　　　　　　　　12尋　　　　　6本

27番3×3子続糸20番手15本　4尋　　　　6本

26番　7本線

3.6′-3.8寸　丸型

硝子球　直径1尺

綿糸8匁

男竹直径1 -1.5寸

コ.-ノレターノレ

1尋　　　　6本

6個

1佃

13尋　　　　1本

2尋　　　　1本

氷積載量　砕氷65屯

餌料　　冷凍サンマ4,500嵐冷凍タチ魚2,000尾

Ⅱ　航海及び操業の概要

航海日数47日(但し戸畑田港より東京入港迄) ･試験操業回数7臥延使用鉢数883鉢

1日平均使用鉢数126鉢　延使用鈎数5298本1日平均使用鈎数757本

作業時間

時　　　　　　　　　間 貴　　　紙l　揚　　　縄　L　合 計

航海の概況

1952年6月.21日鹿児島を出港し, 6月25日戸畑港に着き,丸餌料其の他全ての積込

みを終えた. 6月28日正午戸畑を出港し,九州東岸を経て一路赤道沿海漁場に南下した･

7月2日210-41′N, 1320-10′Eの点に於て第1回海洋観測を実施し,引続き12時間お

きに観測を続けつつ南下し, 7月9日午前8時に00-20′S, 1260-34′Eに於て第12回目

の観測を行い以後海洋観測を中止した. 7月10日モルツカ海峡を経てバング海に到着した･

しかし当海区はSEのmonSOOn強く操業困難のため反転北上し7月11日モルツカ海に

帰着,翌12日マンゴル島北方漁場(10-33'S･1250-35′E)に於て第1回操業,翌13日岡

漁場で第2回操業を行った･

7月14日バング海に航走し日水船団の母船海事丸(3,000屯)と連絡の後チモール島酉

方漁場の調査に向った･ 7月17日チモ-ル漁場に到着し, 18日- 90-301S, 1220-50′Eに

於て第3回操業を, 19日には恥南下して第4回操業を行った･ついで20日サウ鳥西方漁

場にて操業する予定で更に南下したがSEのmonsOOn強く操業予定を変更してバング海

に引返した. 24日セラム島南方に於て再度海事丸と連絡し, 25日より29日迄に日水船

要
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団の漁獲鮪横取作業を終了した. 30日愈々北上を開始し,マンゴル島北方漁場に航走, 31

日10-23′S, 1260-10′Eに･於て第5回操業, 8月1日その梢と北方漁場に航走,後第6

回操業を実施した. 8月2日漁場移動のため終日北上し, 3日に00-19′N, 1250-33/Eに

於て第7回操業を行い,作業終了後8月4日午前8時帰航の途につき13日東京に入港し

た.

操業概要

従来の母船式ではいづれも投縄揚縄はすべてCatcher-boat　で行い降船は専ら漁獲物の

収容保蔵に従事しているのであるが,今回は母船かごしま丸の船尾より投縄を行い,漁艇

は揚縄のみに使用した.操業に当ってほ午前4時頃準備を始め4時30分～ 4時50分頃

投縄を開始した.投縄方向はなるべく潮の流れを横切るように定めた. 100鉢の時7時頃,

150鉢の時8時頃投縄を終えその後は直に縄の中央附近に引き返し,縄成りを監視しつつ

待機した.漁艇は11時頃海面に降して揚細粒発の準備を整え,午後1時～2時頃各艇に

艇長1 (航港士)甲板員3,磯貝2,学生6が乗組み,砕氷1/3屯を積み込んで揚縄に出

発した.揚縄作業は午後3時頃各艇が両端から作業を始めた.母船は此の間たえず両漁艇

を監視し,その近くを巡回して連絡を密にした.漁獲数の多い時は漁艇は母船が近づいた

時作業を中止して魚,縄等を母船に移した.夜間の揚縄時は漁艇は夫々作業燈3個(バッ

テリー24v)を用いた.母船は此の電燈によって漁艇の位置を確認することが出来た.揚

縄作業の終了するのは大抵100鉢の時夜7-8時, 150鉢で9-10時頃となった.

作業終了後は直に母船に帰り魚,縄等を母船に移した.漁艇で釣り上げた魚は(生魚は撲殺

後)直に魚槍に収め,予め用意しておいた水氷に漬けて冷却し,鮮度保持に特に留意した.

母船に揚げた魚体は内臓を除去し,充分水洗いして腹腔,口腔に氷を詰めパーチメント或

は綿袋に包んで魚蛤に積付けた.漁場の移場を行う時は漁艇は横付け作業中叉は終了後搭

載した.短時間の移動の際は天候のゆるす限り漁艇は独走した.

Ⅳ　漁　　　　　況

1.釣獲率,魚種別出現率

マンゴル漁場5回,チモ-ル漁場2回の稔釣獲率は第1表に示す通りマグロ類とカジキ

貫は4.20/0,サメ額は1.00/oであり,操業日毎の最高はチモール漁場に於けるマグロ質と

カジキ賓が6.60/0,サメ類1.50/0,最低はマンゴ)i,漁場の夫々1.20/0, 0.40/oである.漁

場別にみるとチモ-ル漁場がマグロ額とカジキ額5.80/0,サメ額1.60/0,マンゴル漁場は

夫々3.80/0, 0.80/Uでチモ-ル漁場が好率である.

魚種別の出現率は第2表に明かな通りチモ-ル漁場はキ-ダ52.20/0,メバチ16.70/0,

カジキ額8.90/0,サメ類22.20/0,マンゴル漁場では夫々61.60/0, 7.40/0, 12.60/0, 18.40/0

である.千-ダは漁場別に多少の相異はみられるが出現率は共に500/o以上で仝魚種中最

も多く,マグロ額,カジキ額の700/oに達し当海区に於ける延縄漁業の最も重要な漁獲物

であることが判る.　メパテはマンゴル漁場に於ては釣獲率が極めて少いが毎操業に漁獲さ

れ,その勇､布密度は稀薄であるが広範囲にわたって棲息している事が考えられる.チモ-

ル漁場に於ては19日特に潮目を選定して操業した際に釣獲率2.50/o (出現率30.60/o)で

尾数は7回操業の稔メパテ数の500/oに達する好漁をみた.しかし18日の操業では皆無

であり,棲息範囲に｢ムラ｣があるように考えられるので更に今後の調査に侠たねは漁の
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(A)操業日別釣獲率
第1表　魚　種　別　釣　軽　率

計

計

(B)漁場別釣凌率

千-ダ

旨11ー亮

メ　パ　テ

尾1 %

カ　ジ　キ

尾I　% 尾　E　% 尾l　%

チモール恒.2) 471 3･9 lらl I.2 8[　0.6 701　5.8

-ソ叫4,086I l17I 2･9 14t 0.3 241 0.5 155E　3･815　35

証　釣睡率･･働軽尾数十捷用釣数×100　即ち鈎100本で何尾釣れるかを意味する･

第2表　魚　種　別　出　現　率
(A)操業日別

操業月日
合　　計

尾l　%

キ　-　ダ

犀l　%

(B)漁　場　　別

合　　計

犀l　%
漁　　　　場

メ　バ　チ

犀l　%

カ　ジ　キ

尾1 %

キ　-　〆

高T一首

チ　モ　-　ル　L　90 i 100

サ　　　　メ

尾l　%

メ　パ　テ

盲｢~盲

カ　ジ　キ

尾I　% 蘇 ｢-IaiI

サ

15 1 16.7 8I 8･9l.t20

マ　ン　ゴ　ル1 190 l 100

託　出現率はマグロ楓　カジキ類,

14 I　　7.4

サメ類の絵漁極致に対する当該魚種の漁獲された割合を示す

令 計
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程度は明かでない.カジキ質の釣獲率は両漁場共0.50/o程度の低率で略i同じく,出現率

はチモ-)I,漁場が梢と多い.サメ類は釣獲率,刑税率共にチモ-)I,漁場が梢,>多い.

2.生死別教

場縄時漁艇に於て生死別数を調べその結果を第3表の通り得た.各魚種について漁場別

の生死率をみるとキ-ダは両漁場共72-750/Cが死獲されている.メパテ,カジキ欝はマ

ンゴル漁場に於ては生魚が夫々42･80/0, 41.50/0,チモ-ル漁場では夫々20.00/0, 12.50/o

で前漁場に比し生魚の減少が認められる.サメ額は共に800/o以上が生獲されている.袷

体的にはマグロ額,カジキ芙削ま死接されるものが多く,サメ額は生獲されるものが極めて

多い事が判る.

魚種別の生死率の相異は魚自体の強さによるものであろうが,魚が鈎に掛る時刻の相異

が大いに関係するものと思われる.従って,千-ダ,メバチについて1回の投縄鉢数を授

縄始めの端,中央部,延べ終り端の3部分に分け夫々の生死別数を調べ第3表Cに示した.

此の結果キノ､ダは各部共生死割合は略こ25 : 75で等しい.叉釣接尾数は延べ始めの端

(66尾)が最も多く延べ終りの端(42尾)が減少しているのが目立ち,揚縄時刻の遅い中

央部(56尾)に於ても特に釣獲数が増加する傾向は認められない.メバチについてみると

縄の中央部の釣獲数(20尾)が極めて多く此の部分の生率は400/y･で他の部の28.50/0,0

0/Uに比して梢乙多くなっている.

以上の様な結果からキ-ダは揚紬直前の頃からは餌付が少くむしろ朝鈎に掛るものが多
＼2)

く,メバチはその習性に見られる通り午後から夕刻になって餌につくのが多いのではない

かと推察される.しかしマグロ類が鈎に掛ってからの致死時間が明かでなく判定は困難で

ある.

カジキ類は種別に生死数をみると,シロカジキほすべて生獲されているがその他は何れ

も夕許数が多い･カジキ類は一般に密集することなく通常各個体間の距離が相当疎開して

洞潅すると云われているので,上記現象は単に個々が時刻を異にして鈎に掛ったものと思

われる･シFZカジキについてはその理由は明かでない.サメ類の大部分が生獲されるのは

魚自体が強いためであろう.

第3　表　　(A)　操　業　日　毎　の　生　死　数

魚　　　　種 メ　バ　チIlヵ　ジ　キキ　　-　　ダ

生　f　死 生　L　死　日　生

計　　　　　F　　42 1 122 11　9 J　　20 ll ll

%　.I 25･6 f 74･4 3l.0 f　69.0 H　34.4 I　65.6

坐
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(B)漁場別の生死数及百分率

魚　　　種 キ　　ハ　　ダ

生l　死

メ　　パ　　テ　Il　カ

生1死　巨_竺⊥空

(C)マグロ類堤縄順別各部の生死数

始

註　頚髄始めを1鉢として数えた.
150鉢使用の際はl′-50, 51-loo, 101-150の三部に分けて調べた･

7月12日は揚縄順が1鉢より始まっているので格の部に67-100局数を記した･

3.サメの喰害

サメによる喰害は第4表の如くマグロ類だけに見られ,カジキ額,サメ筆削こはない･操

業日毎に被害率の相異は認められるがマグロ額の釣獲数と被害率は比例はしないようであ

第4蓑　鮫　の　喰　害　数

計 0 10.8

死
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る.被害率はマグ.l額の稔数の10.80/oで,辛-ダが被害魚数の76.20/0,メバチが23.8

0/Uである.被害の程度は頭だけ残っているものが約380/oあり,その他は腹部或は内臓を

食いとられたものである.各鉢について鈎別に被害の状況を調べた結果は全般的には第2,

第5番の鈎に掛った魚体の被害数が最も多く,被害稔数の42.80/oに達し,第1,第6番

鈎及び第3,第4番釣では共に28.60/o　となってサメ額の釣獲率の多い釣ほど被害率も多

いことが認められる.

今回の操業では縄退りを実施しなかったので上記の喰害率は縄廻りによって幾分防止出

来るものと考える.

4.釣獲水深の推定と釣獲魚の鈎(順位)別育分率

a.釣獲水深の推定

マグロ延縄の鈎の深度を測定するには枝縄1本毎に浮標を附す方法,浮標間の距離を測
(4)

定して計算によって求める方法等がある.之等の方法によると正確な結果を得る事が可能

であろうが何れも長短があり実際の操業時実測する事が困難なことが多い.今回は投縄時
(1;3:)

第5表に示す要領で鈎に　chemical tube　を結着してその沈下水深を知り之を鈎の大体の

第　5　表　　Chemical tubeによる鈎の深度測定

結着鉢番

投細鉢数

鈎　　　　苛　　　　号

(Ai) I (芝) l (cm) L鷲ヂ

漁　　場 結　着　の　要　領

-ソゴルl表芸羊認詣嘉一の連結

チモールE鈎に繕着

浮標純の直Tに按縄12尋を
つけその下方に結着した

註chemicaltube長さ2沢の細長い硝子管でその上端は密閉し,下端は開通して海水の浸入を自
由ならしめてある.硝子管の内面にはクロム酸銀を塗布してあって海水がこれに触れると化学反
応を起して乳白色に変色して海水の浸入した高さを印する.この変色の限界線より変色していな
い部分の高さをFathom Scale (尋,栄)で読みとり所要の水探を知る.使用の際は頁銀製の

保護管中に収めて用いる.
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深さと推定した. tubeの使用に際しては保護管の上端に硝子球(直径3寸)を,下端に

鍾(30匁)を附して顛例を防止し且つ沈降力を少くして釣の深さとの差を少くするよう努

めた.実際クチ魚やサンマを掛けた鈎の深さよりほ幾分深くなっているものと予想してい

るが,どれ位の相異が生ずるか今の所明かでない･　　　　　(誰)沸　　　　　く馴

測定結果は第5表に示すようにマンゴル漁場ではその深度範囲はAが72-79米, B
(i;Tf;)甘

は103-112米, Cは110-132米,チモ-ル漁場ではA81米, Bl18-120米,

c l28～141米となってチモール漁場が一柳こ深くなっている･但し上記値はtubeが

最も深く沈んだ時の深さであり常に此の深さにあったものではない･投絶後の観察結果チ

モrル漁場では潮目が明瞭に見られ,浮標間の距離が近くなっていたので沈下水深が深く

なったものと思われる.

b.釣獲魚の鈎(順位)別召分率

1鉢の6本の鈎を深憂別にA*, B*, C*に分けて魚種別に夫々の鈎で釣接した数の盲

分率を第6表に示した･この結果マンゴル漁場に於てはキ-ダは各操業日英Cが最も好率

であり5回操業の結果はC 45.30/0, B 30･80/0, A 23･90/oとなって深い釣ほど好率であ

る.メバチ,カジキについても臥同様な傾向が見られ, Cが夫々50･00/0, 45･80/oで第

1位である.サメ静ま概して掛､鈎の率が良く, B44･lo/0, A32･30/Uである･チモール

漁場に於てはキハダは操業毎に好率の釣が異っているが2回の操業結果はA 42･60/0, B

29.80/Uと浅い鈎ほど好率である･メパテは1回の漁獲結果であり数も少く且つ各釣別の割

合が近接して明瞭な差異は判らないが, Aは40･Oo/Cで最も多い･カジキ額はB50･Oo/0,

A37.50/0, Cは僅かに12･50/ovこすぎない･之を稔体的にみるとマンゴル漁場に於てはマ

グ順,カジキ掛ま最も深い鈎が好率であるがチモ-ル漁場はB若くはAの浅い方が好率

であり..サメ静ま両漁場共Bが好率であることが認められる･此の様な現象を説明するた

めに,技縄操作が同じ条件の下に行われても海況(特に潮目,流速,流向)の違いで釣の

沈下水深が異り,水温,塩分其の他の環境要田の相違によって魚の湛泳層も異ることが考

ぇられるのでchemical tubeによって推定した各操業毎の鈎の深さと水温の垂直分布(

第4図)からマグロ額,カジキ額の漁獲層を推定して比較検討した･この結果鈎の沈下水

深はチそ-ル漁場が各鈎共軌深い事が認められる･水温は50米, 75米, 100私150米(5)

の測温層をみると各層共チモ-ル漁場がかなり低く,マグロ炉,カジキ額の適水温,漁獲
(6)

適水温20.0｡～23ccはチモ-ル漁場は75-100米附近タマンゴル漁場は100-150米附近

にあることが窺知阻来る･従ってチモール漁場に於てはマンゴル漁場に比して浅層で漁獲

するのが妥当であるのに実際の操業結剰ま鈎が深すぎたためではないかと考える･

託*　A　各鉢の枝1, 6番目の鈎

B　/′　/′2, 5　/′　/′

.･･ ^一一一一_

..･ 8一･･..､

C　/′　/′3, 4　/′　//　　　J　之

詳適　水　温　キ-ダ　200-22℃　相川広秋著水産賢i臆学級諭　P･458

漁穫通水混　キ-ダ　22･0-23･0℃　末広恭雄著魚類学(宇臥掛6)P･ 168
メパテ　　21.0′-22.0//

メカジキ19.0′-2l.0/′

マカジキ19.0′-22.0/′
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鈎別の漁況からマンゴル漁場では更に深層で,チモ-,I,漁場に於ては今回より以筏の層

で好漁があるのではないかと推察するが, A, B, C別の著しい相異がなく,資料も少いた

め此の結果から漁具の構造の適否を判定することは困難である･

第6表　(A)魚種別の鈎(順位)別釣穫数

%　　i 29.31 30.51 40.2日　3Ⅰ.0 E　27.61 41･4
31.3 1 31.3

註　A : 1.6番鈎　B‥2,5番鈎　C :3,4番鈎

(B)漁場別の鈎(順位)別釣穫数

32.7 1 41.8 1 25.5

託　A : 1,6番鈎　B : 2,5番鈎　C　‥　3,4番鈎

5.餌料別の釣獲数

使用餌料は冷凍サンマ3681嵐冷凍クチ魚1617尾の二軽で第7表に示す要領で用い,

夫々の餌料による釣獲数を調べた･表に明らかな通り使用数の差が大きく,使用鉢の順位,

鮮度等に不備な点があり両者の比較上難点が多いが之等の条件の相異を考慮に入れないで

夫々の両餌料の釣獲率(釣獲数と使用餌数の盲分率)をみるとサンマはマグp類,カジキ

額が4.90/0,サメ額1.20/0,タチ魚は夫々2･50/0, 0･60/oとなりサンマが好率であること

が判る.

操業毎に餌料別の釣獲率をみるとクチ魚の優位の場合が3回あり,クチ魚が餌料として

不向であるとは云えない.

餌掛けは両魚種共後頭部から峡部に鈎を通した･此の結果クチ魚では鋭利な歯が指先に

刺さる事が多く装着に不都合を来たす事が屡々あった･

釣獲したマグロ額,カジキ額のStomachを操業毎にrandomに採集してその内容物
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(註)

を調査した結果1回餌料に使用したものと確認拭来る(頭部に鈎の刺傷あり)サンマが-

っの胃袋から多いものでは数尾も見られ,タチ魚は見られなかった･以上の結果からでは

タチ魚は餌料として賞用する程のものではないと考える･

第7表　餌　料　別　鈎　牲　状　況

飼料別使用状況及鈎数

サン′マ

クチ魚
葦維始めより奇数鈎
貴紙始めより偶数鈎

投髄始めより　50鉢
残り　50鉢

釣　獲　尾　数　及

%　巨り-メ数ュ %

投機始めよりl鉢の前3鈎
漠縄始めより1鉢の後3鈎

二投維始めより110鉢

残り　34鉢

サン′マ

タチ魚
140鉢

使用せず

霊!　22

サソマ

タチ魚

Ⅴ　魚　　体　　調　　査

魚体は個体毎に母船上に於て体長,　　%

体重を測定し性別を調べた.

体長はマグロ類は上顎前端より叉長,　Ar

カジキ額は眼葡復縁より叉長を測定し

た.

体重は内臓除去前の重さである.

測定の結果は第8表,第3図に示す

通りである.

1.体長,体重

魚種別の最大,衆小,平均値は第9

表に示す.

キ-ダの体長の頻度分布(第3図)は

20

45

10

ど

一oo 1AO 120 I30　LW L知　か～ IO　20　30　叫　SD　もO ド?

第3図　キ-ダ体長,体誼分布

マンゴル漁場は105-150cmで135-140cmに24.70/Cのmodeが認められ, 115-145

cmが断然多く, 950/Cに達し,之に尾する体長群が漁獲の主要な群を構成している･

註　胃内容物の項参照



田ノ上豊隆一マンゴル島､チモール島沿海に於ける鮪娃馳漁業試験　　　　　13

チモ-ル漁場の分布範囲は100-155cmで,マンゴル漁場の場合と同様135-140cm

に23.00/Uの比較的頻度の強いmodeがあるが110-115cm, 145-150cmの2段階に

も夫々10.20/0, 15.40/oのmodeが見られ,マンゴ}t,漁場のものに比較して小型,大型の

個体が多数認められる.従ってチモ-ル漁場の主要な体長範囲はマンゴル漁場のそれに比

して広いことが云える.

体重の頻度分布は第3図に示す如く,マンゴル漁場に於ては　40-45kg附近に290/0位

の頻度の強いmodeがあるのに対し,チモール漁場では45-50kgに230/0位の頻度の

強いmodeがあり, 35-40kg, 15-2Okgにも夫々150/0, 80/0位のmodeが認められ

る.此のような体重組成のmodeを構成する個体は体長組成についてみても亦重夏な群と

なっている.

メパテの体長はマンゴル漁場に於ては,分布範囲は70-160cmで, 120-135cmが21.4

0/0, 135cm以上が500/oである･チモール漁場の分布範囲は80-145cmで120-135cm

が670/0, 135cm以上が6.60/0, 120cm以下は28･60/Uであり,マンゴル漁場では135

cm以上の比較的大型の出現が多く,チモール漁場では120-135cmの中型の出現が多い

事が判る.

体重はマンゴル漁場は35kg以下が21.40/0, 35-50kgが250/0, 50kg以上が57

0/oを占めている.チモール漁場では35-50kgが73･30/0, 50kg以上は6･60/0, 35kg

以下は200/oである.従ってマンゴル漁場に於ては50kg以上の大型魚の出現割合が多い

がチモール漁場は35-50kgの中型魚の出現割合が最も多い事が判る･

ヵジキ類は第8表C, dに示す如くその大部分はマンゴル漁場で漁獲されたが,漁場別に

は魚体(同種について)の大きさの相異が極めて少いので各種額について平均体長,平均

体重を求めその結果を第9表bの通り得た･カジキ額の内で大型はシロカジキ(168･7kg),

クロカジキ(177.0kg)であった･メカジキは概して小型が多く最小12･8kgであっ

た.

第8表　メパテ,カジキ顛体長,体歪分布

A　メパテ　体長分布

B　メバチ　体墓分布

1 1  1 1　21  1 I 3

1 1　1  1 L　61　31　21 1
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C　カジキ類　体長分布

D　カジキ類　体蚕分布

第　9　表　　　　A　マ　グ　ロ頬平均体長,体翼

15
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B　カ　ジキ類の平均体長,体重

2.性　比

魚種別の操業日毎,漁場別,体長別の雌雄出現数は第10表A, Bの通りである･

マグtl煩は一般に各操業日共雄が多く,特にキ-ダの雄は76･60/Uに達し,メパテは之よ

り梢i低下するが65.60/oの高率を示している･漁場別ではマンゴル漁場のキ-ダの雄が

略も800/Uで圧倒的に多いのが目立ち,チモー,i,漁場では約700/Cである･メパテは両漁

場共雄が650/o華慶で良く似た傾向を示している･体長別にみると10表Bに見られる通

り大型,小型共に雄が多い.

カジキ炉は不明(判定困難)なものが多く,判明田来たものでは雌雄略も半ばしている･

第10表　　A.操　業　日　別　性　別　数

キ-ダ

行司-iITri

メ　パ　テ マカジキ

描
0】 01 01 0

o_L竺L }｣ _o

716票l.63享 6.紀…I 17.…L 17.52

三日I o.

31 ll ll 0

B.体　長　別　性

負

0

　

0

　

0
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3.肥満度

キ-ダ･メパテの体長別の肥満度W/L3×1000を第11表の如く得た.表によって明ら

かな通り,両魚種共に漁場別には著しい相違は認められない･

各体長群別の肥満度をみると,キハダ･メパテ共に体長の増大と共に小さな値をとる様

である.
第11蓑　肥　満　度　分　布

VF　海　　　　　況

1.水温･塩分

水温は操業毎に投縄中央点附近に於て正午頃測定し,塩分は此の際採水して対ロウし,

帰校後検定した.測定の結果は第12表に示した･

第12表　水　温,　塩　分　垂　直　分　布
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マンゴル漁場とチモール漁場に於ける平均水温の垂直分布は第4図に示す如くである.

前者の75米迄の各観測層の隔差は割合少く水温の垂直

傾度は100米附近で大きくなっている.後者は50米層

以深になると傾度は恥大きく水温は此の層から急激に2;

低下している.両者の各測温層を比較すると表面～25米

で1℃ , 50米で2.6℃, 75米で3.4℃, 100米で3.5

℃チモ-ル漁場が低くなっている.しかし150米層で26

はその差は僅か　0.8℃に減少し, 300米に於て略と同

温となっている･この結果から前記釣獲魚の鈎別百分率′so

の項にのべたような漁獲適水温層を推定した.

塩分はマンゴル漁場に於てほ表面の平均34.24‰とな

り　25米～50米層附近に33.90 -34.00‰程度の低鹸部

が見られる. 75米附近からは漸増の傾向にあり　300米

で35.00‰の比較的高舶水系が認められる.

o lF SO lS loo 12f lSO Iけ100仇

第4図　漁場別水温垂直分布

チモ-ル漁場に於ては表面が33.95‰で前漁場に較べると梢と低く, 25米層で34.36%

に達し水深が深くなるに伴い塩分も漸増の傾向にあるが300米に於ても34.90‰程度で

前漁場のように35‰以上の高鹸水は認められない.

次にマンゴル漁場に茶ける7月31日正午より8月1日正午迄の1昼夜観測(2時間お

きに観測)の水温垂直分布を第13表に示した･之によると表面より25米迄の水温は時

間的変動が割合少く,変動範囲は僅か0･6cc以下である･ 50米層よりの変動は漸増の傾

向が明瞭に認められ75米では2･7oC, 100米では4.4oCのかなり大きな変動が現われる.

然し150米では2･5oCと梢i減少している･この様な現象によって, 100米層附近の変

動範囲は最も大きいが水温は常に適水温の範囲内で変動している事が判る.一方75米,

150米附近では通水温よりも造かに高温すぎたり,低温すぎたりする傾向が見られる.こ

のことはマグT]類,カジキ額の瀞泳層に度々変動が生ずる原因の一つと推察され,この様

な観測を実施することは将来各海区に於ても安定な漁場を選定する方法の一指針となる重

要な問題と思考される.

第13表　　水　温　1　昼　夜　変　動

左

註　上記の肇料は漂流中の測温であり,澱縄のため移動したので測点間には緯度10′,経度15'
位の相異がある｡　測IJii海区10-25′S一-l0-32′S　1260-10′EV1250-55′E
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2.水色.透明度

水色は簡14表に示す通りマンゴル漁場が2-3,チモール漁場は3-4である･

第14表　　a　水　色,透　明　度(親測時正午)

漁　　場

月　日

項　目

マ　　　　　ン　　　　　ゴ　　　　　ノL

7.12 1 7.13 I 7.31 I　8. 1 1E　8.3　E平　均

水　　　色l　3 1　3 1　3

透明度m : 20.0 l　25.0 l　27･5 1 22･0
25.5 1 25.5

b　マ　ン　ゴル漁場透明度

チ　　モ　　ー　　ル

7.19 1平　均

3　1　4

28.0 E　24.0

7月31日　10時-18時

10　時I　12　1 14　1 16　1 18

8月1日

10　1　12

透明度は14表に明らかな如く両漁場共20米以上を示し平均25-26米で大きな相異

は見られない.

VIE　漁艇操業と気象状況

今回の試験操業に於てほ前記｢操業の概要｣に於て概略のべた通り瑚与々尾より投細を

行ったのであるが之を漁艇による投縄作業に比較すると,作業場が広く船の動揺が少いの

で操作が容易であり,作業に要する人員が少くて済み,且つ叉漁艇-の漁具積込み等の作

業が省ける利点がある･しかし経済的面からみると漁艇が若干有利となるようである･

本漁艇を使用する投縄鉢数の限度については今回資料を待ていないが予め鹿児島湾内でBlrJE:

行った投縄試験結果及び漁艇の構造上より南星水産天龍丸の搭載漁艇の実績を比較勘案す

ると各艇100鉢は延べる事が可能と推定する･ラインホ-ラーによる揚縄速度は毎時平均

13鉢位いであるが,作美能動作業終了時刻等よりみると平均15鉢位いとするのが適当

と考える.ただし此の場合に於ても仮りに100鉢づつを投縄するものとすれば揚縄作業が

各艇7時間を要することとなるので揚縄開始時刻を早める必要が生ずる･又作業人員は漁

夫3 (交代なし)学生6名(毎回交代従事)位いでは日射の強い当方面海区に於ては漁夫

の作業が過労に陥り易いので2隻で150鉢以上を連日使用することは困難でありタ各艇2

名位いの交代要員(1回操業毎)を必要とする事が考えられる･

漁艇操業に於て最も重要であり,しかも単独操業掛こ比較して有利な点は魚体の鮮度保

持の可能な点である･即ち漁艇に於ては釣鐘した魚体は機を逸せず,氷水を用意した魚蛤

に収容するので母脚こ帰着後積替えを行うまでにすでに魚体を冷却(5-10℃)*すること

が出来る.又漁獲量の多い場合は直にEg:掛こ運び横付けを行うので釣獲後の放置時間が短

かく鮮度俣野は比較的容易である･魚槍の収容量はキ-ダ(8-10〆)は30-35本

位いである.しかし水氷を用いて冷却する際は魚体温による温度上昇等を考慮に入れる

註t　船内保鱗の項参照

3
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第15表　　操　　業　　　　　　覧　　表

と20本程度が適当と考える.侍大型カジキは魚槍に収容する事が不可能なため甲板上に

放置することとなる.従って鮮度低下を防止する事が困難であるため,WJ来得る限り車く母

船むこ積み替えることが必要である.
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気温は漁獲魚の鮮度に影響を及ぼす大きな要因の一つであり,当方面に於ては夜間の穀

低時と錐も臥　26つC以上の高温であるので此の点充分考慮すべきである･

次に漁艇操業上最も密接な関係を持つ気象状況について,かごしま丸の観測による天佑

風札風力を海区別に第16表の通り示した･表によって明かな如くマンゴル漁場は連続

晴天にして南寄り(南東～南西)の風弱く,海上平穏で操業に支障を生ずるが如き荒天は

全然ない.

バング海は南東の季節風(風力4-5)が卓越連吹し海面は風浪恥高く漁艇操業及び

母船との接舷作業も困難と思われる･従って此の時期には島影以外の海区に於ける操業は

かなり季節風の制約を受けるものと思考する･

チモール西側漁場は7月19日の操業終了頃迄は海面平穏であったが夜になって次第に･

南東の季節風が強くなり夜半には風速10米以上に逢した･朝動乙なって此の風は軌弱

まったがその後も季節風は依然連吹し,南下するに従い風力は恥強まって来た･漁艇操

業上は当海区の季節風が夜半に強いが日中弱まる事と漁場がチモール島の影になっている

関係上作業にはさ程支障を来たす事はないようである･しかしサウ鳥附近特にその南方海

区ではこの時期かなり強い季節風が連吹するものと予想出来るので漁艇の操業は困難であ

ろう.

漁艇操業は風力4以上の風が連吹する場合は作業困難と判定した･

洋上に於ける母船と漁艇の接舷は勿論,天候に支配されるものであるが,防舷物の構造

が特に作業能率に影響することが大きい･今回は漁獲軌縄等の転載の接舷時に自動車の

タイヤ-の円内t,1杉の円材(直径4寸～5寸長さ6尺)を通した防舷物2個をWireで海

面に属して使用した･之によって漁艇を横付けして作業の出来る限度は操業の場合と同様

第16表　漁　場　別　の　気　象　概　況

コ　　ル　　漁　　場

7　月11日

.'さま'笥日:".I.

7　月12　日
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大体風力3位迄の海面である.

漁艇の搭載,降下作業も亦天候,海面の状態に左右される事が極めて大きく,風の強い

(風力4以上)時は波に船首を向けても作業が困難であるため此の様な海域に於ける操業

は不可能となり,島影等の比較的静穏な海を利用する必要が生じて来る.

ノ､　ソ　　ダ　　漁　　場

7　月10　日　I　7　月15　日

副馴男胤歪 酎曹憎

2'6'鳥:

7　月　24　日

雷骨｢曹1官
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蒜†馴警懐
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馴貿憶i蒜
blE
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Ⅷ　漁獲物の船内保蔵につV･て

1 ｡鮮度保持試験

il.漁獲直後の鮮度測定

鮮度保持法は鮮度の適確な判定によってその進歩が期待出来る.漁獲初期に放ける肉質

の変化を知ることは鮮度保持上極めて蚕要なことと思う.従来の鮮度保持法の吟味は陸揚

げされた魚肉を試料とするか若しくは漁船上で薬剤によって試料を一時的に固定し,帰港

後各種の実験を行っている.斯様な方法では漁獲直後から供武道の時間的空白の無視,莱

剤による固定の完全なことを前提とするのであるが,之等については翻満足すべき検討が
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尽されていないようである.

筆者は之等の一部を明らかにするため,かごしま丸漁艇に於て漁獲直後の試料について

魚肉鮮度の化学的判定で最も-W,L的な対象となるアンモニア含量並びにPHの測定を行い

次のような結果を得た.

試料　南洋漁場で最も多獲されるキ-ダの内で生獲されたものを漁艇上で撲殺し直に

実験に供した.

アンモニア定量法及びPH測定法
(8)

ァンモエアの定量は比色法によった. PHの測定は魚肉10倍水浸液の夫を東洋p紙

k.k.の試験紙で測定した.

結果並びに考察

漁獲直後のキ-ダ肉のアンモニア含量の変化は窒温(28士loC)放置の場合第5図に示す

通りである.

漁獲されてから約20時間まではその含量に著るしい高低が見られる･この原関につい

ては生化学的解明を要するが之については後刻実験を行いたいと思っている･

キハダ肉は普通魚肉に比しアンモニア含量が一般に多く,新鮮時でも約20mgo/o前後

含有するから肉品質の判定に際してはこの点に留意することが望まれる･一一方PHは撲殺

直後7.0附近であるが,其の後酸性側に移動し,後再びアルカ')側に移る･ア-/モエア含

量の急激に上昇する点でPHも7.0に近づくが,それまでに達する時間は死後20-25時

間である.即ち死後20時間位でアンモニア含量は30mgO/oとなり,明らかに初期腐敗

と認めることが出来た.斯の如く南洋に於てはてJ/ロ肉は極めて短時間に腐敗するもので

ある.

次に氷蔵による貯蔵効果を見るため漁獲

撲殺し直に水氷に浸漬し,操業終了後母船

かごしま丸に到着するまでの間は勿論,か

ごしま丸魚槍で氷蔵して後も一定時間毎に

取り出し,実験に供した.この結果は第6

図に示す通りである･

初期に於けるアンモニア含量の変イヒはあ

まり見られず氷蔵後約20日目の築地陸揚

げ時におけるアンモニア含量は　20mgo/0

であった.

PH価も上昇せず築地到着時の夫は5.8

であった.従って南洋マグロの氷蔵運搬に

おいては漁獲後速やかに魚体温を下げ氷蔵

すれば,鮮度保持が可能である.漁獲後に

→晴瑚

第5図　漁棒後早期におけるキ-列勾
アンモニア含盤並PHの変化

於ける氷蔵前の放置時間と陸揚時の肉質と

の関係は第17表に示す通りである･従って魚肉の保蔵には漁獲後直ちに魚体温の降下を

はかることが望ましい.

b.氷蔵並びに冷海水(水氷)による魚体温の降下

ィ.氷蔵による場合
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第17表　氷蔵処理前の放置時間と肉質の変化

鮮度NH｡ mg%語菅試　料l放置時間l

キ　-　ダ

メ　バ　チ

サ　　　メ

8時間30分

10.　00

22.　30

3.　30

10.　30

22.　00

0

12.　00

→重点時間

第6図　淡蔵時におけるキ-ダ肉アン
モニア含盤並PHの変化

氷蔵による魚体温の降下状況は第7図に示す如く,割合に早く48時間でOoCに達する

ものの様である.而して南洋マグロの如く魚体温30℃前後のものをOoCにするためにはタ

相当貴の氷の融解を必要とするから氷のみで温度降下を企ることは,氷の積載量に制限が

ある漁船ではあまり適切な方法とは云えない.硝氷蔵のみによる場合は氷の融解に関って

-ffiずる魚体と氷の間の空隙のため魚体の冷却が著るしく綬掛こなり肉質の腐敗が起る･従

って氷蔵の際は屡々氷と魚体が接触するような手段を構じなければならない･

ロ.水氷(冷海水)による場合

前述の通り,魚体温が30℃位もある

てグロ等にあっては,氷蔵に先立ち他の

手段で予備冷却を行うのが理想である.

予備冷却は濃厚鹸水を冷凍機によって冷

却して使用するのが通例であるが今回の

試験では予備冷却糟の冷凍装置が敢降し

たため,之による実験が不可能となった･

依って之に代える目的で水氷を調製し,

予備冷却を行った.その成績は第8図の

通りであり,約12時間でOoCに降下す

るようである.予備冷却装置のない漁船

等にあってはこの方法も考慮してよいか

と思ふ.

2.保蔵処理

a.魚体の洗確について

漁獲初期でも魚体表面に透明の粘質物

が見られる.之には海水若しくは空気中

の細菌が繁殖する散,氷蔵前に充分洗准

した.

日本水産キャッチャーの漁獲物は魚体

表面に多量の粘質物を認めたので,横付

VCh･}キ(So呼)

年ハす:. (3ふ,I)

キハ　ブ　く3T･･)

完王寺1--聖和R.30　　　　仰JO　　　20　　　30
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第7回　氷歳による冷却効果

づ量適時向

第8岡　水氷による冷却効果
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けに発立ち,濡布で清拭し且つ体表面及び口腔,腹腔にラバラック(次亜塩素酸ソ-ダ)

稀薄溶液(200P.P.M)を塗布し殺菌消毒を施した.斯様に海水で洗准後ラバラック液を塗

布したものは,多忙の為之等の措置を省略したものに較べ肉質は良好であり叉肉色,表皮

色素の鍵色もさ程認められず満足すべき状態であった.従って沖合での横取作業に於いて

は特に魚体表面の清拭を行い,附着バクテl)了を除去することが肝要である.即ちOoC程

度の低温では硝バクテリアの繁殖が充分可能であるからである.之等の措置を等閑に附し

徒らに冷の力のみに依存することは.合理性を欠き,且づ爾後の鮮度保持もあまり期待出来

ない結果となる.

b.魚蛤温度の規制

てグロ掛まその殆んどが生食用とされており,従ってその品位決定は化学的新鮮さに優

先して肉色,肉組織の良否におかれている.斯様な現状からその保蔵も亦自ら(凍結せし

めない等)制約を受けている.之等の要求を満足させる方法は氷蔵港の外には見当らない.

今回の試験操業では復航時は魚鎗温度を00-2℃に保持して,魚体の緩漫凍結と解凍の繰

り返しによる肉色,肉組織の悪化を極力防止した.

Ⅸ　稚魚及び胃内容物

1.稚魚及び末成魚

かごしま丸の遠洋実習に際して採集した稚魚･未成魚などについて表示した.これらの

魚類は18表stationの一覧表でもみられるように主として流れ藻,漂流船などに群集し

ていたものをクモ網ですくいとったものであるから発育の初期の小型のものは含まれてい

ない.

採集魚額は14科22種に及んでおり,総て印度洋,大平洋暖海水域の代表的な普通種

であって,本邦沿海の暖流域に夏季に現われるものと共通な種質も多い.

しかし-ダカイワシ科のCenirobranchus gracilicaudaiusはHawaiiから報告され

ているものでわが国には記録がない.又トビウオ科のサヨリトビウオ,ニノジトビウオな

どは本邦近海では稚魚は多くみられるが成魚は採集されていない.

ツムブリは成魚はカツオと共に漁獲されることが多いが稚魚は日本近海では報告されて

いないようである.採集された魚類のうちで最も多数を占めているトビウオ稚魚は仮に

第18表　かごしま丸稚魚採集Station -一覧表　(1952年7-8月)

位　　　置 採　集　日　時 備

St I

2

3

4

5

6

7

10-3月′ S

1250--48'E

Io---33's
l2So-35′ E

I0-20′ s

l26o-00′ E

I0-231 s

1260-10′ E

lロー31′S

I 250-57.5 E

0-19′N

125-33'E

Ⅶ　9　14.30

Ⅶ ll 18.00

Ⅶ 12　22.00

Ⅶ 13

Ⅶ31 16.CO

Ⅶ I

Ⅶ　3

漂流中のカヌーについていた魚群

流れ藩についていた魚群

サメに喝着せる,もの

Lr]1　上

流れ藻についていた魚群

(マンゴ､ル北方)
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Cybselurus arciicebsと同定したが本種は成魚の記載が充分に明かでないから将来再検

討を必要としよう･これに次いで多数を占めていたのは-ナオコゼ及びイスズミの寮で,

いずれも本邦産のものと同種と思われる.

かごしま丸採集の稚魚及び未成魚(1952年7-8月採集)

Family Mytophidae　-ダカイワシ科

l Myciobhum aGi'ne　ススキ-ダカ40mm St.5

2　Myciobhum erermanei　マガリ-ダカ28mm St. 5

3　Cenlrobranchus gracilicaudaius　62rrm St. 5

Family Belonidae　グッ科

4　Tylosulrus annulaius　オキザヨl) 51mm St. 7

Family Oxy･porhamphidae　サヨリトビウオ科

5　0xyborhambhus microbierus　サヨl)トビウオ

168-195mm(9) St 1; 84-105mm(3) St. 5

Family Exocoetidae　トビウオ科

6　Cybselurus furcaius 245mm St. 1

7　Cybselurus arciicebs? 18-21mm (numerous) St.2;

6-17mm (numerous) St. 6

8　Hirundichihyssbeculigerニノジトビウオ240mmSt.1

(1)St.7

Family Coryphaenidae　シイラ科

9　Corybhaena hiPPurus　シイラ25mm St. 7

Family Nomeidae　-ボシダイ科

10　Nomeus gronovi　-ボシダイ　63mm St. 1

11 Psenes sb.25-35mm (numerous) St. 1; 14-32mm

(3) St.2; 20mm St.7

Family Carangidae

12　Elagaiis biPinnulaiaツムブ') 24-35mm(numerous)

St.1

Family Kyphosidae　イスズミ科

13　KyPhosus lembus　イスズミ12-14mm (numerollS)

St. 5; 10-21mm (numerous) St. 6

Family Pomacentridae　スズメダイ科

14　Abudefdufsaxaiilis　オヤビ･ノチャ22mm St.1; 25mm

St.2; 17-25mm (4) St. 7

Family Callyodontidae　ブダイ科

]5　Lebioscarus sP.79, 80rrm (2) St.7

Family Blennidile

16　Dasson irosulus　ニジギンポ34mm St. 7

Family Balistidae　モンガラ-ギ科

17 Canihidermis roiundaius　アミモンガラ102mm St. 1

Family Echef】eidae　コバンザメ科

18　Echeneis remora　ナガコバン122-175mm (3) St. 1;

92mm St.5; 65mm St.6
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19　Echeneis s9. 166. 180mm (2) St･ 1

Family Antennariidae　イザl)ウオ科

20　Pierobhryne hisirio　-ナオコゼ12-45mm (7) St･ 2;

35.5mm St. 7

21 Plerobhryne raninaクロ-ナオコゼ(1) St･ 7

22　Pterobhryne sb. (1) St･ 7

2.カジキ,マグロ額の胃内容について

かごしま丸の漁獲物中バショウカジキ1尾,シロカジキ7嵐キ-ダマグロ20尾の胃内

容を調査して第19表の如き結果をみた･

内容物として最も普遍的なのはイカ額で,シロカジキ2尾,辛-ダマグロ7尾にみられ

た.魚額としてはサンマがシロカジキ2嵐　キ-ダマグロ6尾にみられT=が,これは釣飼

料であろう.多くは1-2尾がみ小だされたのみであったが,多きは4尾, 7尾を食って

いた例もあり,餌を釣釣に装着するに際して注意する必要があるものと思われる･

天然飼料としては,ソウダガツオが最も多く,バショウカジキ1尾,シPカジキ2尾,

キハダマグロ6尾にみいだされた･多くは1-2尾が収められているのみであるが,その

大きさは20-30cmのものが普通である･ -ダカイワシ,クロボウズギス,クロクチカ

マスなどは夜間表層に浮上するbathypelagic fishであるが,それぞれ,キ-ダマグロ2

尾シロカジキ1尾及びキ-ダマグロ2尾,シpカジキ及びキ-ダマグロ各1尾にみいだ

された.これらのbathypelagic fishは,ソウダガツオ,げウオなどと混在しておらず,

同時に食われる機会の少いことをものがたっているようである･トビウオ寮はこの海域に

最も多い表層魚であるが,辛-ダマグロ3尾にみいだされたのみであった･ヨウジウオ額

が,シ｡カジキ及びキ-ダマグロ各1尾にみられたカき,本来沿岸性の本種は流れ藻などと

共に沖合を漂流していたのであろうか.これはキ-ダマグロ1尾のうちにあった草葉と共

に沿岸の漂流物とこれらの魚の食性との関係を示すものであろう･頁に, Ne?hrobsは底

棲性の動物であるが,これが見出されたのはその偶発的な浮上によるものかタ　或はキ-ダ

マグロが底に餌を索めたのか,いずれとも考えられる･しかしいずれにしても,キハダマ

グロは沿岸に近く索餌する性質があることを,明かにしているものである･

天然飼料の大きさは,小は10-20mmであるが,大は40cmに達する･しかし10-

30cmのもの･が最も普通である.

海域による餌料組成の差異は明かでないが,マンゴ,L,近海の漁獲物で,多少沿岸性を示

しているのが認められる.

JY PlanktonにつVlて

ト　漁場.調査方法.時期

1952年7月2日より同年8月3日に亘る間南方海域に於てStation数'21箇所で採集し

たもので,各Stationの位置及び日時は別表に記載の通りである･

採集にはプランクトンネット口径30cm,長さ1m,ミニラ-ガーゼ20番製を使用し,

垂直採集を行い,フォル17 i)ンで固定したものに就て検鏡した･又,大平洋西南部では釦

のStationにつき, 25m, 50mの2回垂直曳を行い,モルッカ海峡より以南のマンゴル,

チモール,バング各海域に於ては25, 50, 100mの3回を1Stationに就て採集して居る･
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第19表　かごしま丸漁獲物のカジキ,マグロ額　田内容-一覧表

魚　　種l　　胃　　　　　　　内

1

2

3

4

バショウカジキ

千-ダマグロ

/′

/′

5 l　　　/′

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

シ′　ロ　カ　ジキ

/′

/′

//

/′

/′

午-ダマグロ

/′

′′

/′

採集日Ⅰ漁獲位置

ソウダガツオ　Ca 300mm-(3)

カワ-ギ類30mm-(1)

カワ-ギ額Ca 20mm-(I) -タカイワシ類(2)

Megalopa-(2)アナジヤコ類?-(1)

ヨウジウオ類(Gaslerotokens?) -(1)イカー(1)

植物葉(ササの葉状) -(I)

ソウダガツオCa 200mm-(2)
バショウカジキCa 400mm-(1)

ムロアジ類-(1) /J､型のソウダガツオ～(I)

育椎骨(種類不明)中盤

な　し

フグ額(Lagocephalus) -(1)サンマ-(2)

-ダカエソ類(Paralepidae)

ニザダイ類(Hepatus?) -(1)イカー(5)

トウゴtlイワシ頬(Atherinidae'!) -(1)
クロタチカマス? (Gempylus) -(1)

クロボウズギス(Pseudoscopelus) -(1)サンマ(2)

ヨウジウオ類-(1)

サヨリトビウオ(0Ⅹyporhamphus) 180mm-(1)

ソウダガツオCa 300mm l (4) Megalopa-(1)

Isopoba (Parasitic? ) -(1)イカ-(4)

フグ類(Tetrodon) -(1)

クロタチカマス(Gempylus) -(5)

クロボウズギス(Pseudoscopelus) -(1)イカ-(2)

-ダカイワシ類(Myctophidae) 60-70mm-(13)

サンマー(1)イカ-(1)エビ類-(1)

ソウダガツオ　Ca 290mm-(1)

Parasitic Trematoba-(1 )

トビウオ(Exocoetus) 200mm-(2)

トビウオ椎仔(Cypselnrus) -(2)

ソウダガツオ300mm-(1)サンマ(2)

サヨリトビウオ(0Ⅹyporhamphus) 120-160mm

ソウダガツオ-(4)

ソウダガツオ-(2)不明の魚の断片-(1)

イトマキフグ(Aracana?) 15mm-(i)
マンザイウオ(Taractes) 45mm-(l)

小魚(10mm) -(1) Nephrops 25mm-(8)

イカ　50-150mm-(5)

イカ70-160mm-(3) Trematoda(parasitic)-(1)

サソマ-(1)不明な魚-(1) Isopoda-(2,3)

な　し

サンマ-(2)

サンマー(1)イカ300mm-(3)

ソウダガツオ～(1)サンマ-(4),イカ-(2)

Parasite多し

サンマー(7)イカ-(l)

クロボウズギス(PseudoscopeTus)-(2)イカー(2)

サンマー(1) Nephrops-(1)

Ⅶ 18-19

Ⅶ 12-13

/′

/′

/′

/′

/′

Ⅶ 18-19

/′

Ⅶ 18-19

Ⅶ31-Ⅶ1

チモル北西

マン′ゴ′レ

//

/′

/′

//

/′

チモル北西

/′

チモル北西

マン′ゴノレ

/′

/′

/′

赤　　道

/′

/′

//

/′

マン′ゴノレ

丑.各海域毎のプランクトン組成

各Stationに於て調べたものを海域毎にまとめてこれについて考察を加えることにした･
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第20表　　　ブ　　　ラ　　　ソ　　　ク　　　ト

一一_　　　　　　　　　　　　__　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~~-

平　　　　　　　　　洋海　　　　　　域

stationl琵　匿
210-4′N

1320-101 E

太

190-9′N

1320-0′ E

i 8030′ N

132ol5′E

Hauldepth I 25　50! 25　501 25　50I 25　50

Date l　Ⅶ2　1　　2　1　　3

140-50'N
13004'E

1 10-43′N

13004′ E

10018'N
12984′ E

25　501 25　501 25　50

3　　F　　　　4　　E　　　　4

18.5　1　6.5　1  18.5

瓶番号

票琵琶詑nnEtto.: 03

Zoo plankton

Copepoda

Decapoda

Mysis

Amphipoda

Appendicularia

Mol lusca

Polychaeta

Sagitta

Shiphonphorae

A ntl10medu s ae

DiI10flagel lata

Fish egg

Rhizopoda

Trochopbora

Phyto plankton

Rhi2:OSOlenia

C haetoceros

Thalassiothrix

Merosira

Coscinodiscus

A)大平洋西南部海域

そのプランクトン組成を見るに植物種は極めて少く殆どの場所で動物稗が1000/Uを占め

て居る. N80-10′ E1290-4'の地点に植物種が8-160/o程度出現している･

動物種のFP,蚕要なものはCobeboda, Sagilia, Abbendicularia, Dinoflagellaia,

Decaboda, Radiolaria等である. Cobebodaは本海域北部では900/o内外で非常に

多いが南方に移るに従ってやや減少し600/0位になっている.北部ではDecLZbodaその中

でもLwciferが多いが南部に行くにつれDecabodaの額は見られなくなって居る.

Sagitlaは此の海域全体にあり,個体数量は多いが体長は小さく,平均7-11mm前後

である. DinoflagellataとしてはCeraiiumが多く,他にPeridiniゐm, Dinobhyceae

及びNoctilca sciniiLlansが多い. Ceraiiumは連鎖状をなすものが著しく多かった.

欠
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ソ　　　組　　　成　　　分　　　類　　　表

西　　　　　　　　　南 部
H　-ソゴル海　u

Anthomedusae,花水執Ambhiboda,端脚目魚卵等は殆ど見付からない･一部分で獲

れた植物性プランクトンを見ると大部分Diatomで何処も共通に分布している普遍種が多

く,特に明に認められる指標種と云った様なものはわからなかった･藍藻類では　Tricho-

desmiumが夫々単調な衆群を形成して居るのが見られた･

B)マンゴル島海域

此の海域は特に動物プランクトンが多く,植物性はそれに比し少く数o/oに過ぎない.

境脚額は矢張り多く850/0位を占め動物性プランクトンの首位にある. Urochordaia尾

索綱の申, APbendicuZaria尾虫目が此の海には多く, Cobebodaに次で多数を示しそ

れに続いてDinoflagellLltaの賓が多い. Mollusca特にその中のPieroboda翼足額は

少く　RhizoPod板足虫網の仲間即ちHeliozoa太陽乱Radiolaria放散虫, Forami

欠 欠
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海　　　　域

stat ion
緯　度

緯　度

Haul depth

ゲ30'S

1220-50'E

9057′ S

121040′ E

バン硝lI　- ソ　　コ　　ル　　海

30411 E
129010′ E .10270喜与',B I 12g豊E

･ooI1 25 50 100i25 50 100125 50 loo

18　1　　19　　日　　　29 31  1　Ⅶ1  1　　3

4

;l芸IA11e _.:-｢言

!

蓬琵琶ppiaa:kk::: C%

12.5　1　12.5 1 2.5　　日　　1 2.5　1　1 2.0

Zoo plankton

Copepoda

D8CapOda

Mysis

Amph ipoda

Appendiculariai +2 20

mol lusca

Polychaeta

Sagitta

Sh ipl10mOphorae

Anthomedusae

Dinoleagellata

Fish egg

Rhizopoda

Tro ch o p hora

Phyto plankton

Rhi之OSOleni a

Chaeto c eros

Thalass iothrix

Merosira

Coscinod iscus

nifera有孔虫演の量も大平洋西南部海域に比べて減少の傾向が見られる･

植物プランクトンに就て見るとRhizosoleniaが最も多く次にThalassioihrix,

chaeiocerosの順であるが,一部にはCoscinodiscusが異状に進出して居る所もあった･

C)チモール海域

S90-30′からSIO0-0'附近に於ける此の漁場で重要と思われる事は他の海域の例を破

り,植物Pl.が動物Pl.よりはるかに多くなって居る点である･

動物P1.としてはCobebodaが主であるが,一地点に於てはプランクトンの線量が少

くそのためにCobebodaが少くなり, Decabodaの占める割合が大きくなった所もある･

shiPhonobhorae管水母の寮が他の海域に比し少い様に思われる･その代りMysisの

或る種がしばしば見られ,又Radiolaria, Heliozoaを主とするPROTOZOAが割

合豊富に見られる･
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植物種としてはRhizosoleniaが多く次で著しく伸長せる単独性の　Thalassioihrix

が多い.

概してチモール海域のプランクトン畳は多く,沈澱量は2.4-3.8ccにも及ぶ･その他

Merosiraの額も少量づつ見られるが,全体的にDiatomの種額数は少い･

D)バング海域

マンゴル海域とほぼ同様の傾向を示す.

70-800/o存する動物種の*, Cobebodaはその800/oを占め, Decaboda, Abben-

dicularia, Sagiiia, Shl'?honobhorae等が優勢である.此処では　Dinoflagellaia

の額が全く影をひそめている. 200/o内外存在する植物性プランクトンはDiatomの外m

藍藻額が少量存しているのが特徴的である. Diatomでは著しく伸長せるThalassioihrix

が60-700/0台で主任にありRhizosoleniaがそれに従位する･

lX　要　　　　　約

本報告でのべた所を要約すれば次の如くである･

1.マグロ煤,カジキ額の釣獲率はマンゴル漁場で3.80/0,チモ-ル漁場で5.80/0,サ

メ額の釣獲率は夫々0.80/0, 1.60/Cであった･

2.魚種別の割合はマンゴル漁場に於てほキ-ダ61.60/0,メバチ7.40/0,カジキ12.60/0,

サメ額18.40/0,チモール漁場に於ては夫々52･20/0, 16･70/0, 8･90/0, 2乳20/Uであった･

3.マンゴル漁場ではキ-ダの75.30/0,メパテの57.20/0,カジキ質の58.50/0,サメ類

の17.20/0,チモ-ル漁場に於ては夫々72･40/0, 80･Oo/0, 87･50/0, 10100/Uが死獲された･

4.サメの喰害はマグtl類が100/0位で,カジキ額,サメ質には喰害は見られなかった.

5.釣獲水深は大体80-120mであった.

6.釣獲水温はマンゴルで20-25℃,チモ-ル漁場で20-23℃位であった･

7.釣獲水深の塩分は34.50土0.3‰位であった.

8.飼料はサンマとクチ魚ではサンマが勝っているようである･

9.キハダほマンゴル漁場では体長範囲は105-150cmで125-140cmが最も普通で

あり,平均132.2士7.85cmである.チモール漁場では体長範囲は100-155cmで135-

150cm, 110-115cm　が普通であり平均は131.4士12.03cmで主要な体長範囲はマンゴ

ル漁場のそれに比して広い･

10.メバチの体長組成はマンゴル漁場の分布範囲は70-160cmで120-135cmが21･4

0/0, 135-160cmが500/Uを占めているが,チモール漁場の分布範囲は, 80-145cmで

120-135cmが67.10/0, 135-145cm 6.60/Uであって大型魚は少い･

ll.雌雄混合割合はキ-ダは雄が76.60/Uを占め,メバチは雄が65･60/oをr与める･

12.キハダの肥満度はマンゴル漁場とチモール漁場では殆んど相異がなく,体長の増大

と共に小さな値をとる様である.

メパテの肥満度についても略乙同様な現象が認められる･

13.漁艇の操業及び母船との接舷作業は風力4以上の風が連吹する時は困難である･

14. -蚊にキ-ダ肉のアンモニア含量は普通魚肉の夫より高い値を示す･

15.氷蔵前の放胆時間が肉質の鮮度に及ぼす昇Z響を検した結果30℃位の南洋海上では

漁獲後約5時間以内には水成処理しなければならないことを確めた･
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16.肉色調及び肉組織を保存するためには魚姶温度を0---2℃にすることが適当であ

る.

17.稚魚及び未成魚は14科22種に及んだ.之等の魚種は本邦沿海の暖流域に夏季に

現われるものと共通な種額も多い.

18.胃内容物には｢イカ｣が普遍的であり,その外にサンマ,ソ-グガツオも多く見ら

れた.

19.胃内容物に底棲性の動物Nephropsが見られたのは注目すべきことである･

20.プランクトンはマンゴル漁場では動物性が極めて多く,その内Copepodaが最も多

かった･酵物性ブランク1､ンではRhizosoleniaが多かった･

21.チモール漁場に於けるプランクトンは植物性が多く,その内Rhizosoleniaが多か

った.動物性プランクトンではCopepodaが多かった.

22.バング海ではプランクトンはマンゴル漁場と略i同様の傾向が見られた.

Resumt皇

1. Fishing rate per lOOhooks of Tunas and Spear fishes amounted to　3.80/o

in the Sea off　Mangole Island, 5.80/a off　Timor lslalld, and that of sharks

amounted to 0.8 0/o and 1.60/0.

2. Percentage of丘sh caught was as fallows:

The SeaoffMangole Island :

Yellow点n tuna 61.60/0, Big eyed tuna 7.4 0/0, Spear fishes 12.60/0, Sharks 18.4 0/0.

The Sea offTimor Island :

Yellow丘n tuna 52.20/0, Big eyed tuna 16.70/0, Spearlishes 8.90/0, Sharks 22.2 0/0.

3. Percentage of dead負sh caught was as fallows ･.

The Sea off Mangole Island.

Yellow丘n tuna 75.3 0/0, Big eyed tuna 57.20/0, Spear丘shes 87.50/0, Sharks 17.2 0/0.

The Sea offTimor Island.

Yellowfin tuna 72.4 0/0, Big eyed tuna 80.00/0, Spear fishes 87.5 a/0, Sharks 10.Oo/0.

4. Tuna-Damage amounted to 10.8 0/0.

5. The丘shing depth was 80-120 metres.

6. The water temperature for catch was 20-250C in the Mamgole FishiI唱

Ground and 20-23℃ in the Tirnor Fishing Ground.

7. The salinity of負shing-depth-water was about 34.50士0.30‰.

8. 1t was presumed that Cololabis saira was丘tter as bait than Trichiurus

JapOnicus.

9. Body length composition of Yellow　負n tuna in the Sea off Mangole

Island was in the range of 105-150cm, and the most general size offish was in

125-140cm. Its average length was in 132.2土7.85cm and that in the Timor

Island was in 100-155cm, the general size was in 135-150cm and 110-115cm,

average length was in 131.4士12.03cm.
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10. Body length composition of Big eyed turla in the Sea off　Mangole

Island was in the range of 70-160cm and number of individuals measured 135

-160cm in length amounted to 500/o of the whole. And that in the Sea off

Timor lsland was in the raf)ge of 80-145cm and number of 135-145cm was

only 6.6 0/0.

11. The male of Yellow丘n tuna amounted to 76.60/o of the whole, and that

of Big eyed tuna amounted to 65.60/0.

12. We had diaculty in working on the　fishing-boat and in bringing

along-side agaiIISt the mother-ship on the sea where thewind force shown 4

0r more.

13. Generally speaking, the amount of ammonia in Yellow缶n tuna meat is

much more than the other usual缶sh meat.

14. Being examined the relation between freshness of meat and the tmie

let alone before ice storage and the author con丘rmed next result that the

Yellow丘n tuna must be stored in ice within about 5 hours after being caught

in the eqllatOrial sea.

15. In order to protect the calour and tissue of meat, the temperature in

hatch must be regulated from Oo t0 -2oC.

16. Larva and immature of　丘shes belonging to 22　species of 14 families

were collected over the負shing area. Many of them seemed to be similar, to

those which are commonly obtainable in Kurosio near Japan in summer.

17. As the stomach contents, sqllids were the most common, and obtained

through on the fishing area, Cololabis and Auxis were also found.

18. It is rather significant that some bottom species as Nephrops were

obtained in a few stations.

19. At the Mangolefishing ground, zooplankton is more than phytoplank･

toll in species and amount. Especially, Copepoda in zooplankton and Rhizosol･

enia sp. in phytoplankton are most abundant.

20. In the Timor負shing ground, the phytoplankton is more than zooplank･

ton in amount. Rhizosolenia in pl_1ytOPlankton and Copepoda in zooplankton

are abundant.

21. The distribution of the plankton of Banda sea is the same as in Mangole

Sea.
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